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（要   旨）  

48年度中に開発した1回の処型1是500βの回分式哀空脱水機により．煉炉過他の消化汚泥と  

余剰汚泥の脱水試敦を行なった。使用したカチオソ系藩分子鞭集剤は17種類で，その中から  

No，7Fを選びだして脱水試験を行なった。1豚余剰汚泥の脱水試験（1）薬剤の添加量は  
泥汚（S・S，吼000ppm）1βに対して塩化鰐二鉄0．2cc〕芹占分子辣郁罰12cc．（2）炉過助割と  

してオガクズを汚泥のS．S．と等量添加しないと折過できなかった。（3）脱水時間は20分，（4）  

ケーキの水分含量は84．8％，（5）炉液の性状はB．0．D．131ppm（除去率98．0％）S▲S・40ppm  

（除去率99，7％）であった。2 豚消化汚泥の脱水試験（1）薬剤の榛加畳は汚泥（S・S  
24，000ppm）1βに対して転化第二鉄3cc．カチオン系娩封…剤（0．5％溶液）20cc・（2）脱水  

時間1時吼（3）ケーキの水分含量弧0％，（一り 折液の性状ほB．0．D．5，370ppnl（除去率  
62．6％）S．S．180ppm（除去率99．2％）（5）1回の処理数は300βで設計値の600％だった。  
3 牛消化汚泥の脱水試験（1）薬剤の添加免は汚泥（S．S．28，0001）pm）1ゼに対して塩化新  

二鉄1．4c．c．カチオン赤裸封さ剤40c．c，（2）脱水時間は15分，（3）ケーキの水分合免は即．4％，  

（ノり 炉液の性状ほB．0・D・21ppm（除去率98．9％）S・S20pt）m（除去率99．7％）（5）1回の  

処：哩量は500βだった。  

脱化第二放と17機煩のカチオン系l紆分子凝集剤の組f㌻  

せにより，凝集状歴と炉布（ポリエチレン44メッシコ．）  

からの剥離の状態についてテストを行ない，3梗概の潔  

罪刑を選んで脱水試験を行なったら  
試験結果と考察  

卜 腰余剰汚泥の脱水試験   
ほじめに余剰汚泥を500cc ピーカ←に入れ塩化第二  

鉄と17樫炉のカチオン系の国分子凝集剤を添加して，擬  

娠とが布からの剥離の状態をテスtlした結果は，表1の  

とおりであった。   

塩化第二鉄の添加殿は生汚泥に比楔して少なく生汚泥  
の添加塵と同じ量を添加して，大きなフロックをつくる  

と．次にポリマーを添加しても斬焦がおこらなかった。  

しかし，これはポリマーの楔類により差があり，相当の  

巾が認めら九た。また裸集状態がよくてもフロックがや  

わらかで，炉布から剥離しにくいものがあった。17踵類  

の高分子凝然剤の中から3種類（抽．・l・3・12）をえら  

んで．脱水試験を行なった，経時的な炉液ゴ削も 衷2の   

ま え が き  

畜舎から洗減水とともに排出されたふん尿を聞液分離  
するために，ロ一分式真空脱水塵の設計製作を行ない．生  

汚泥についてほ一応実用化の見とおしを得た。しかし，  

汚泥の種粁により炉適性髄が異なり，とくに余剰汚泥と  

消化汚泥ほ炉過脱水が田難なので，これらの汚泥の脱水  

方法について試映を行たった。  

読解材料および方法  
1．試験材料   

消化汚泥は当場牛舎に設厨された嫌気性浄化槽の牛消  
化汚泥を使用し，豚消化汚泥lま調布市深大帝の養豚家，  

豚の余屈汚泥ほ青梅市小哲木地区に設僅さ九ている，く  

みあい浄化槽の余剰汚泥を使用した。  

2．脱水機   

当場で48年度に開発した東商試式クリーソセバレイダ  

ー（詐純一ま東京畜試：試玖研究調査報告No．13参照）  

3．試験方法  

＊庚京都畜産試牧場経営部 青梅市新町715  
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衷l 各種凝集剤による凝壌と炉布からの剥離の   衆3 オガタズと凝集剤の添加量〔500gに対してノ）  

状態（豚余剰汚泥）   

蘇張刑の添加毅  
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炉退助剤とLてオガタズを汚泥のS．S．と，同五‡：（オガ  

タズの伺型物）添加すると折遇脱水が可能となり，とく  

に．N8．3は20分で脱水が完rLた仁 壬戸液のB，0，D．S．S・  

の除去率はともに98％以仁てあった   

恥1（よ人体N仇3と同し－tうた傾向だったが，Nひ．12はrl  

づまりLて＝時世たっても脱水できなかった．．したがっ  

て，沌11が実用的であると思ブっオtろ〔   

No．12は途rr】で目づまりしたが．炉液の性状をふると  

S．S＿ がかなり多く，こ九はフロッグが柔かいのでショ  

ノクにユり破壊さわて，襖柵なS．S．が軒布を通過する  

たゼ）と思われるJ  

2．豚消化汚泥の脱水．試験   

豚消化汚泥は濃麿甘うすいので，はじ・わに塩化軌二鉄  

とアニオン系高分了・凝集剤により凝集沈澱を行ない，l  

滞液をすてて．渡挿した汚泥の脱水試験を行なった，ほ  

じ裾こ脱水機の設計僻である1川50（）どの汚泥を脱水L  

たが．HづまりをおこL脱水が不可能となったので．】  

」可の処理晶を300√とした1各席凝郁軌による凝集と．  

炉布からの剥離の状態ほ表5のとおりであった‘   

凝集状態がよかったのほ，N仇3．12．15，17，であっ  

たが，軋15ほフドッグが柔わらかいので、N什3，12、17  

√）脱水試験をf】1な．）た 

塀供剤ク）添加fitほ衣6ヴ）とおりで．済∫腋の耗特約な・変  

化は夫7のとおりで 椚夜の性状は養8く／）とおりであっ  

た  
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とこきざりであり，軒絃の性状は．泉■iのとおりであった   

はじ捌こ沌過助刑を添加しないで脱水を行なったがカ」  
過時間が1時■‘i】かかり．ケーキの水タナ含果4）90％u卜と  

なり，実印仲に乏Lい結果となった。  

よ2 掛桝†勺な折液鼎の変化（倣余剰i、リ〝己）  
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炎4 挺集剤の揺餌と軒液の性状（豚余剰汚泥）  
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ム5 各種凝集剤に上る凝集と炉布からの別離の状態（豚椚化汚泥）   
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抽一3，12，17の3種類の凝集如こより，脱水試験を行  

なったが，炉過連隊 ミ戸遇の性状，ケーキの水分含巌と  

もに同じような傾向を示した。薫別の添加丑はNo．12がも  

っとも少なく，実用的であると思もれる。1同の処理量  

は300βで，余剰汚泥に比較してi戸過しiこくい汚泥であ  

ることがわかった〔   
S．S．の除去率は99，3％と高かったが．B．0．D．の除  

去率ほ62・6％であった。ケ叩キの水分含量も86～87％と  

表6 凝集剤の添加庖二（300βに対して）  

塩化節二鉄7。オン系㌧チオン系  
ー剤  

区全＿＝  
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表7 粍時的な済l液螢の変化（年消化汚泥）  単独 β  
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表8 凝体刑の樫原と汐コ液の性状（豚消化汚泥）   
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衰9 各種頻粂割による凝集と炉布からの剥離の状態（牛消化汚泥）   

区  
擬＼、分  

集＼ 
型 
1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

＋ ∴ミ∴ 一．＿，】 
戸布から  凝集剤の添加風  

量歪垣三‡  

脛集剤の添加霹：  
：・   

い‥．∴∴   

0．7cc／5（抑CC        〝  
2咄500cc巨            J′  

≠l ＋  

NP．800   一
 
＋
 
十
一
 
＋
 
 
 

一
 
l
 
≠
一
 
 



小林・奥山：汚泥脱水   

豪10 締噂的な節酒隕の変化（豚消化汚泥）   
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やや高かった‘、  

3・牛消化汚泥の脱水試験   

漉度がうすいので，族椚化汚泥の場令と同じように、  

はしめに塩化第二鉄とアニオン系高分子凝喋別により凝  
集沈漉を行ない L二子管液をすてて膿擁した汚泥の脱水試  

験を行なった′。   

各種凝集剤による凝惧と，軒布からの剥離の状態はお  

9のとおりであった。   

N（Llが凝集と折布からの剣断ともに→番よかったが．  

大箱生庫ができないということで，恥3，1214の3秤  

掛こついて脱水試験を行なったノ 労言被靖毒：の掛l帥勺な変化  

は，表10のとおりであった。   

凝集剤の添加叢は表11のとおりで，折液の性状ほぉ12  

のとおりであったし，  

ケーキの水分含誌ほいずれもB6～87％で，軒液の性状  

はC．0，D．，B．0．D．，TS．，S．S．ともに除去率が90  

％以とで，B．0．D．ほ98～99％，S．S．はいずれも99％  

以上で，凝集剤の稗塀の相違による除去率の差は認めら  

れなかった。  

豪11凝集剤の添加狛（汚水lⅥfに対して）   

l  

塩化第二鉄〔7ニれ系；→けオン系   

：う  700cc   20g／Ⅰ】J  20‘  

12  

14  

衰12 頻繁刑の種類と才子液の性状（牛消化汚泥）  
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